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朝
鮮
国
連
軍
の
日
本
国
内
の
基
地
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

朝
鮮
国
連
軍
は
、
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
以
下
「
国
連
軍
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）

第
五
条
に
基
づ
き
、
①
日
本
国
内
の
施
設
（
合
同
会
議
を
通
じ
て
合
意
さ
れ
る
も
の
）
及
び
②
在
日
米
軍
の
施
設
・
区
域
（
日

本
政
府
が
合
同
会
議
を
通
じ
て
同
意
す
る
も
の
）
（
以
下
、
①
及
び
②
を
あ
わ
せ
て
「
在
日
国
連
軍
基
地
」
と
い
う
。
）
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
七
か
所
の
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
が
在
日
国
連
軍
基
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
国
連
軍

は
当
該
施
設
・
区
域
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

右
を
踏
ま
え
、
以
下
の
事
項
を
質
問
す
る
。 

一 

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
朝
鮮
国
連
軍
と
我
が
国
の
関
係
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
現
在
、
朝
鮮
国
連
軍
の
参
加

国
は
十
九
か
国
で
あ
る
が
、
国
連
軍
地
位
協
定
締
結
国
だ
け
で
な
く
、
こ
の
十
九
か
国
全
て
が
在
日
国
連
軍
基
地
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
名
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
当
該
国
名
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
文
書
の
有
無
を
ご
教
示
願
い
た
い
。 

二 

朝
鮮
国
連
軍
参
加
国
に
よ
る
在
日
国
連
軍
基
地
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
過
去
十
年
間
の
使
用
国
、
件
数
及
び
使
用
目
的

を
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

三 

過
去
十
年
間
の
朝
鮮
国
連
軍
参
加
国
に
よ
る
在
日
国
連
軍
基
地
の
利
用
の
目
的
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
武
力
攻
撃
を

撃
退
し
、
か
つ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
を
回
復
す
る
」
と
い
う
朝
鮮
国
連
軍
創
設
の
目
的
に
合
致
す
る

も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

四 

日
本
国
内
の
施
設
で
在
日
国
連
軍
基
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
米
軍
を
始
め
と
し

た
朝
鮮
国
連
軍
か
ら
日
本
国
内
の
施
設
の
使
用
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

五 

二
〇
二
四
年
二
月
六
日
付
の
琉
球
新
報
に
よ
る
と
、
朝
鮮
国
連
軍
の
運
用
は
日
本
側
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
外
務
省

は
、
事
前
に
基
地
を
使
用
す
る
旨
の
連
絡
は
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
「
運
用
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
通
報
は
な
い
」
と
報
じ
て

い
る
。
朝
鮮
国
連
軍
の
参
加
国
が
実
際
に
在
日
国
連
軍
基
地
を
使
用
す
る
際
に
、
日
本
国
政
府
は
、
参
加
国
と
の
間
で
ど
の

よ
う
な
手
続
を
行
う
の
か
、
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

日
米
安
保
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
（
一
九
六
〇
年
一
月
十
九
日
）
で
は
、
日
本
国
か
ら
行
わ
れ
る
戦
闘

作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
と
し
て
の
日
本
国
内
の
施
設
及
び
区
域
の
使
用
に
は
、
米
国
と
日
本
の
事
前
協
議
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
「
朝
鮮
議
事
録
」
（
一
九
六
〇
年
一
月
六
日
）
で
は
、
日
本
政
府
は
、
国
連
統
一
指
令
部
の
下
に
あ
る
在

日
米
軍
が
朝
鮮
に
出
て
い
く
場
合
に
は
事
前
協
議
の
対
象
と
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。 



 

３ 

 

 
１ 

「
朝
鮮
議
事
録
」
は
現
在
も
有
効
で
あ
る
の
か
。 

 

２ 
朝
鮮
議
事
録
の
有
効
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
日
米
軍
が
朝
鮮
国
連
軍
後
方
司
令
部
の
指
揮
下
の
部
隊
と
し
て
行
動
す
る

場
合
に
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


